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書　　評
酒井正三郎著　r経営学方法論」
鳥　羽　欽　一　郎
　本奮は，序文に述べられている如く，博土の旧論文集「経営技術学と経営経済学」（昭
和12年・森山書店）の改版である。然し，旧薯のまま残されたのは本書の第1章「経営
技術学の基礎理論」（出典　「技術学としての経営学確立の試み一っ一ジーベル経営学方
法論の批判一」同文館「経営経済研究」第12冊・昭和10年）と第2章「経営経済学の基
礎理論」（出典　名古屋高等商業学校・商業経済学会「商業経済論叢」第14巻上・下冊・
昭和12年）だげで，他の五つの論文は戦褒執筆されたものであり，その意味で改版とは
いえ，新らLい論文集と称して差支えないであろ㌔しかも，新らたに加えられた論文
のうち第3章「経営哲学への一考察」（出典「経営哲学への一考察」一橋大学経営研究
所・ダイヤモソド杜rピジネス・レピュー」第13巻第1号・昭和40年）を除いた第4・
5・6・7・8章は，経営史学・企業者史学にっいて書かれた論文を集録したものであり，
8章からなる本書の5章までが，経営史学・企業者史学という新らしい研究領域に関す
るものである。従って，薯者は本書を旧版を改めたものと述べておられるが，経営史
学・企業者史学の立場からみれぱ，博士が経営史に関して従来書いてこられた論文を識
る上に，非常に使宜な書物といえよう。其れ故ここでは，博士の経営史学・企業着史学
に関する業績にっいて触れてみた～
　扱て，今日所謂Business　HistOry及びEntrepreneurial　Historyが吾国でも多く
関心を惹くに至っているとはいえ，非常に早い時期にこの新興の学間領域に深い関心を
寄せられたのは障士であった。本書に蚊められた第4論文「経営史学の諸間題」（出典
r経営史学の諸問題一N・S・B・グラァス経営史の管見一」名古屋高等商業学狡・商業
経済学会「商業経済論叢」第12巻別冊・昭和9年）が発表されたのは実に昭和9年のこ
とであり，同年の大塚久雄教授による「グラース経営経済史」（「経済学論集」第4巻第
10号）と共に，吾国にハーバードにおけるピジネス・ヒストリの開拓着グラースの初期
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の論文Business　History（Economic　History　Review，▽o1．Iy，No．4．1934）をいち
早く紹介された最初の一人であったのである。吾国におけるピジネス．ヒストリに対す
る関心は，昭和15年植村元覚教授の論文「経営史の課題」（「経済史研究」第理巻第6号）
がグラースのWhy　Study　Business　History（The　Canadian　Joumal　of　Economic
and　Politica1Science，vol・IV，No・3．1938）及びBusiness　and　Capitalism，1939．
を紹介Lているが，其の後は大戦により途切れ戦後今日を迎えるのである。然し博±は
早くも載後1953年秋にハーバード・ビジネス・スクールを訪ねられ，古くから関心を持
たれていたBusiness　HistOryと当時新興の研究頓域であったEntrepreneurial　Histo．
ryとの学問領域・方法の差異にっいて意見の交換をされておられるが（第6章参照），
こうしたことからも・博士が非鴬に早くから今目に至るまで，その学的関心の中に経営
史を強く意識されていたことを識り，遅れてこの研究分野に手をつげるに至った我々の
感銘を誘うのであるo
　ところで・第5章r経営史の認識対象と方法」はr経営セミナー」第2巻第5号（経
営書房r昭和32年）に・また第6章r経営史の体系」は日本経営学会編r経営学の体系
と内包」（同文館・昭和31年）に発表されたものであるが，芙に学としての経営史の研
究対象と方湊にっいて，主としてハーバード犬学のスクール・オブ・ピジネス・アドミ
ニストレーションに於て発展をみた経営史を中心に考察されたものであり．特に第6章
は，日本経営学会第29回犬会（神戸犬学・昭和31年）で報告されたものであるが，この
際経営史の研究対象を個別経営体の史的研究に限定すべきか，或いはより広く，産業の
経営史的研究・経営の一般的発展に関する研究・経営の機能的一側面についての研究と
いった一般化された経営史を含むぺきか（丼上恵勝rアメリヵにおげる経営史の発展」
「国民経済雑誌」第91巻第1号・昭和30年）という論争を惹き起したことは，よく識ら
れていることであろうo
　第7章rロゾフスキー『経済史に対する企業老接近』一その解説と紹述」（出典　「経
営史に対する企業者史的接近の解説」名古屋大学経済学部・経済学会r経済科学」第6
巻第1号・昭和33年）と第8章「シュンペーター『経済発展理論』と企業着概念」（出
典rシュンペーターにおけるr経済発展の理論』」名古屋市立犬学経済学会rオイコノ
ミヵ」第1巻第1号・昭和40年）は，共にハーバード・ピジネス・スクールにおげる
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の研究動向の紹介であるとともに，特に第8章では，シュムペーターの企業着概念にっ
いて経済理論的立場から解明を加えられたものであ飢
　以上本書に集録された諸論文にっいて簡単に紹介したが，経営史学・企業者史学とい
った新翼の学間領域に絶えず関心を示し続けてこられた博士の，経営学は勿論理論経済
学から杜会学までを含む幅広い研究態度には，後進の研究者として敬意を表するのみで
ある。すべて新興の学間領域の開拓にはパイオニァを必要とするが，博＝士は我国におげ
る経営史学・企業老史学のまさLく開拡的研究者であり，本書によってその研究・紹介
の跡を辿ることは，今日急速に発展を遂げっっある期学の研究者にとって有為義なこと
といわねぱなるまし、o
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